
下水道による都市浸水対策達成率
（平成１７年度末、都道府県別、政令市別）
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　　一般都市
県庁所在地

政令市
全国

北九州市
福岡市
広島市
神戸市
大阪市
京都市

名古屋市
静岡市
横浜市
川崎市

区部
千葉市

さいたま市
仙台市
札幌市
沖縄県

鹿児島県
宮崎県
大分県
熊本県
長崎県
佐賀県
福岡県
高知県
愛媛県
香川県
徳島県
山口県
広島県
岡山県
島根県
鳥取県

和歌山県
奈良県
兵庫県
大阪府
京都府
滋賀県
三重県
愛知県
静岡県
岐阜県
長野県
山梨県
福井県
石川県
富山県
新潟県

神奈川県
東京都
千葉県
埼玉県
群馬県
栃木県
茨城県
福島県
山形県
秋田県
宮城県
岩手県
青森県
北海道

県庁所在地都市

平均値
６４．１％

　・３０県が全国平均値以下の水準、大きな地域間格差
　・対策達成率の高い政令都市・県庁所在地都市の間にも対策
　　達成水準に大きな格差
　　→　さらなる都市浸水対策の推進が必要。地域間格差の解消
　　　も課題。

都
道
府
県

政
令
市

注：一般都市とは政令市を除く浸水対策対象全市町村をいう。

一般都市平均値

４６．９％

全国平均値
５２．７％

政令市平均値

７３．１％

     　　　 都市浸水対策達成率：５２．７％（全国）
          　　　                           ７３．１％（政令市）
                　　 　                    ６４．１％（県庁所在地都市）
                       　　　              ４６．９％（一般都市）

順位 都道府県名 Ｈ17末

達成率

1 東京都 72.2%

2 大分県 71.2%

3 岡山県 69.3%

4 京都府 64.4%

5 愛知県 62.8%

順位 都道府県名 Ｈ17末

達成率

43 群馬県 34.8%

44 山口県 33.8%

45 佐賀県 30.9%

46 長野県 29.8%

47 鳥取県 29.3%


